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船舶事故調査報告書 

 

                             令和２年１０月２８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和２年５月１０日 １１時３０分ごろ 

発生場所 広島県江田島市大奈
お お な

佐
さ

美
び

島南方沖（奈佐美瀬戸） 

 中ノ瀬灯標から真方位０７９°３７０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１６.３′ 東経１３２°２２.７′） 

事故の概要  遊漁船第５幸
こう

信
しん

丸は、東北東進中、また、プレジャーボート海
かい

霧
む

丸

は、北北東進中、両船が衝突した。 

第５幸信丸は、前部甲板に設置のオーニングが倒壊し、また、海霧

丸は、船首部に設置のアンカーに曲損を生じた。 

事故調査の経過  令和２年５月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 遊漁船 第５幸信丸、５トン未満 

   ２７０－３７１５４広島、個人所有 

８.０５ｍ（Lr）×１.９８ｍ×０.６８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１５４kＷ、平成４年３月 

Ｂ プレジャーボート 海霧丸、２.３トン 

   ２５０－５４０５６広島、個人所有 

６.４３ｍ（Lr）×２.２３ｍ×０.９８ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、６０.３kＷ、平成２１年４月 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ６７歳 

   二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 昭和５１年１１月２６日 

免許証交付日 平成２７年６月２日 

           （令和２年１０月２２日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ５１歳 

   二級小型船舶操縦士 

    免許登録日 平成２４年１月５日 

免許証交付日 平成２９年７月１４日 

           （令和４年７月１３日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 前部甲板に設置のオーニングが倒壊 
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Ｂ 船首部に設置のアンカーに曲損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り客１人を乗せ、釣りの目的

で、令和２年５月１０日０７時００分ごろ広島県廿日市
は つ かい ち

市下の浜の係

留場所を出航し、０７時２０分ごろから奈佐美瀬戸の釣り場で釣りを

行っていた。 

船長Ａは、釣り場を移動しようと思い、１１時２５分ごろ操縦区画

で立って操船に当たり、釣り客を前部甲板左舷側で左舷方を向かせて

腰を掛けさせ、約５～６ノット（kn）の速力（対地速力、以下同

じ。）とし、手動操舵により航行を開始した。 

船長Ａは、中ノ瀬灯標南方沖を東北東進中、右舷後方の櫓
やぐら

石付近

を北北東進するＢ船を視認し、Ｂ船もＡ船の存在に気付いており、こ

のまま奈佐美瀬戸を通航して広島港に向けて航行していくと思った。 

Ａ船は、船長Ａが、魚群探知機と右舷前方で釣りを行いながら漂泊

中のプレジャーボート（以下「Ｃ船」という。）を交互に見ながら航

行を続けていたところ、右舷方至近にＢ船を視認し、衝突の危険を感

じて急いで主機を全速力後進としたものの、１１時３０分ごろＡ船の

前部甲板に設置されたオーニングの支柱とＢ船の船首部に設置された

アンカーとが衝突した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長Ａは、Ａ船を停船させ、右舷方を通過していったＢ船がＡ船の

近くに戻ってくるのを待った後、携帯電話で１１８番通報を行った。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、釣りの目的で、０８時００分ご

ろ広島港第２区所在のボートパークを出航し、江田島市長島周辺の釣

図１ Ａ船の前部甲板に設置されたオーニングの支柱とＢ船の船首部に設置されたアンカーとが

衝突した時の様子（イメージ） 

衝突箇所 

釣り客 

船長Ａ 

船長Ｂ 

Ｂ船 Ａ船 
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り場で釣りを行った後、１１時００分ごろ帰途についた。 

Ｂ船は、船長Ｂが操縦席に腰を掛けて操船に当たり、櫓石西方沖に

至った頃、速力を約９.６kn に減速し、船首方に他船を認めなかった

ので、大奈佐美島南方沖に船舶はいないと思い、手動操舵により北北

東進した。 

船長Ｂは、右舷前方にＣ船を認め、釣果があるか気になり、魚群探

知機と右舷側の窓越しにＣ船を交互に見ながら航行を続けていたとこ

ろ、船首部から衝撃音を聞いた。 

船長Ｂは、左舷方を振り向いてＡ船と衝突したことを知り、Ｂ船を

一旦停船させた後、Ａ船の近くに戻った。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項 船長Ａは、本事故時、速力の速いＢ船がＡ船を避けて航行していく

と思ったので、Ｂ船から目を離していた。 

船長Ａは、本事故時、釣りポイントを探すことに意識が向き、魚群

探索を行っているうちにＢ船に対する意識が希薄になっていたと本事

故後に思った。 

船長Ｂは、本事故時、帰航するつもりであったが、ふだん釣りを行

っている大奈佐美島南方沖を航行中、前路に他船がいないと思い込

み、そのうちに右舷方で釣りを行っていたＣ船の釣果が気になり、魚

群探知機に魚影が映ったら釣りを再開しようと思い始め、魚群探索に

意識が向いていて、左舷前方のＡ船に気付いていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ船は、奈佐美瀬戸を東北東進中、船長Ａが、釣りポイントを探す

ことに意識を向け、魚群探知機と右舷前方のＣ船を交互に見ながら同

じ針路及び速力で航行を続けたことから、右舷後方から接近してくる

Ｂ船に気付くのが遅れ、主機を全速力後進としたものの、Ｂ船と衝突

したものと考えられる。 

船長Ａは、櫓石付近を北北東進するＢ船を視認した際、Ｂ船もＡ船

の存在に気付いており、速力の速いＢ船がＡ船を避けて航行していく

と思ったことから、Ｂ船から目を離し、釣りポイントを探すことに意

識を向けていたものと考えられる。 

Ｂ船は、奈佐美瀬戸を北北東進中、船長Ｂが、魚群探索に意識が向

いていて、魚群探知機と右舷方のＣ船を交互に見ながら同じ針路及び

速力で航行を続けたことから、左舷前方のＡ船に接近し、Ａ船に衝突

したものと考えられる。 

船長Ｂは、櫓石西方沖に至った際、船首方に他船を認めなかったこ

とから、前路に他船はいないと思い込み、魚群探知機に魚影が映った
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ら釣りを再開しようと思い始め、魚群探索に意識が向いていたものと

考えられる。 

原因 本事故は、奈佐美瀬戸において、Ａ船が東北東進中、Ｂ船が北北東

進中、船長Ａが、速力の速いＢ船がＡ船を避けて航行していくと思

い、また、船長Ｂが、前路に他船はいないと思い込み、共に魚群探知

機とＣ船を交互に見ながら同じ針路及び速力で航行を続けたため、Ａ

船及びＢ船が互いに接近し、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、釣りポイントを探すことに意識を向け過ぎず、接近して

くる他船に対して継続した見張りを行うこと。 

・船長は、航行中、前路に他船がいないと思い込まず、また、魚群

探索に意識を向け過ぎず、常時、周囲の見張りを適切に行うこ

と。 



 

 

      付図１ 事故発生経過概略図 
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江田島市 

中ノ瀬灯標 

厳島 

Ａ船 

大奈佐美島 

広島県広島市 

江田島市 
厳島 

廿日市市 

大奈佐美島 

事故発生場所 

（令和２年５月１０日 

 １１時３０分ごろ発生） 

Ｂ船 

釣りを行いながら漂泊中の 

Ｃ船がいた場所 
奈 佐 美 瀬 戸 

櫓石 

岸
根
鼻 

豪 頭 鼻

福
浦
鼻 

広島港 


